埼玉県中学校体育連盟野球専門部
平成２１年度新人体育大会埼玉県大会　公式記録
平成２１年１０月２８日（水）・大会１日目（川越初雁球場）　天候：晴れ
⊿第１試合　　狭山中央中（狭山市・初出場）×上平中（上尾市・２年連続２回目）
	チーム
	１
	２
	３
	４
	５
	６
	７
	８
	９
	
	計

	狭山中央
	０
	０
	０
	０
	０
	０
	０
	１
	
	
	１

	上　平
	０
	０
	０
	０
	０
	０
	０
	２×
	
	
	２


勝　　河野　―　川崎
敗　　大原　―　黒田
· 本塁打　なし
· 三塁打　なし
· 二塁打　なし
＜戦評＞
　上平中の河野投手は力強い直球とキレのある変化球で中央中打線をねじ伏せ、対する、中央中の大原投手は緩急を巧みに使い、打たせてとる投球で得点を許さず、１点を争う緊迫したゲームは特別延長戦での決着となった。
　８回の表、先行の中央中は１死後、スクイズを試みた。それを上平中バッテリーにうまくかわされたものの、捕手の３塁への悪送球により、先取点を挙げる。その裏、後攻の上平中は、６番中田の打球を遊撃手がもたつく間に同点に追いつく。１死後、８番竹内がフルカウントからくらいつき、１塁手がこれをエラー。その間に３塁ランナーがかえり、これが決勝点となった。
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平成２１年度新人体育大会埼玉県大会　公式記録
平成２１年１０月２８日（水）・大会１日目（川越初雁球場）　天候：晴れ
⊿第２試合　　城南中（川越市・初出場）×大井中（ふじみ野市・５年ぶり３回目）
	チーム
	１
	２
	３
	４
	５
	６
	７
	８
	９
	
	計

	城　南
	０
	０
	０
	０
	０
	０
	０
	０
	
	
	０

	大　井
	０
	０
	０
	０
	０
	０
	０
	１×
	
	
	１


勝　朝比奈　―　吉田
敗　發知　―　黒澤
· 本塁打　なし
· 三塁打　なし
· 二塁打　なし
＜戦評＞
　両チームとも左腕投手を先発に立て始まった第２試合。両投手ともコーナーを丁寧につき、第１試合同様、特別延長戦で勝敗を決することとなった。
　先行の城南中は、強気の攻めでヒッティングを選ぶも３者凡退し、得点を挙げることができなかった。対する後攻の大井中は、先頭打者の６番内田がカウント２－２から甘く入った直球を見事にセンターに打ち返し、サヨナラ勝ちをおさめた。
埼玉県中学校体育連盟野球専門部
平成２１年度学校総合体育大会埼玉県大会　公式記録
平成２１年１０月２８日（水）・大会１日目（川越初雁球場）　天候：晴れ
⊿第３試合　大原中（さいたま市・２年連続５回目）×和光二中（和光市・２年ぶり３回目）
	チーム
	１
	２
	３
	４
	５
	６
	７
	８
	９
	
	計

	大　原
	０
	２
	０
	０
	０
	０
	０
	１
	
	
	３

	和光二
	０
	０
	０
	０
	０
	１
	１
	２×
	
	
	４


勝　　関谷→髙田　―　髙田→河内
敗　　若松　―　酒井
· 本塁打　なし
· 三塁打　なし
· 二塁打　太田〔大原〕
＜戦評＞
　２回の表、大原中の攻撃、先頭打者の５番関が四球を選び出塁。続く６番若松の打球を３塁手がフィルダースチョイス。２・３塁となって、７番太田に投じた初球を捕手が後逸する間に２塁走者が３塁へ。このチャンスに太田が左中間にタイムリーヒットを放ち、先制点を挙げる。この間に１塁走者も本塁をつくが惜しくもこれはタッチアウトとなる。なおも攻撃は続き、２塁に走者を置いて、続く板野は送りバント。２アウト３塁となって９番笠原。ここでも左中間にタイムリーを放ち、追加点をあげた。
　対する和光二中は６回、先頭打者の９番上野が四球を選び出塁。続く１番打者の３塁ゴロの間に２塁へ。２番打者は手堅く送りバント。２アウトから３番打者の高田が放った大飛球をセンターが落球。この間に１点を返す。続く７回、２アウトから７番竹谷が死球で出塁。さらに果敢に２盗を試み成功。同点のチャンスに８番牛嶋がショートゴロとなるが遊撃手が悪送球。土壇場でゲームを振り出しに戻す。
　特別延長戦の大原中の攻撃。２番打者金澤がレフトフライに倒れた後、３番打者佐藤へ投じた球を捕手が後逸し、１点を挙げる。続く４番打者・５番打者が凡退し、大原中は１点のみとなる。１点を追う和光二中の攻撃。特別延長戦から守備についている捕手の河内がスクイズを見事に決めて同点。さらに、飛び出した２塁走者が挟殺となり、その間に３塁走者が間隙をついて決勝点となる本塁を踏んだ。
埼玉県中学校体育連盟野球専門部
平成２１年度学校総合体育大会埼玉県大会　公式記録
平成２１年１０月２８日（水）・大会１日目（川越初雁球場）　天候：晴れ
⊿第４試合　三郷南中（三郷市・４年連続５回目）×霞ヶ関東中（川越市・２年ぶり５回目）
	チーム
	１
	２
	３
	４
	５
	６
	７
	８
	９
	
	計

	三郷南
	０
	０
	０
	０
	０
	０
	０
	１
	
	
	１

	霞ヶ関東
	０
	０
	０
	０
	０
	０
	０
	２×
	
	
	２


勝　　桜田　―　三森
敗　　田畑　―　海老原
· 本塁打　なし
· 三塁打　なし
· 二塁打　海老原〔三郷南〕
＜戦評＞
　両投手の力投と野手の堅守により１点が遠い試合となり、４試合連続での特別延長戦となった。
　先行の三郷南中は１死後、７番菅原のところでスクイズを仕掛けた。霞ヶ関東中バッテリーがこれをはずし、挟殺プレーとなるが捕手の送球が逸れて待望の１点を挙げる。しかし、後続の打者が倒れ、１点を守る守備となる。
後攻の霞ヶ関東中の攻撃。６番打者の岸田のところでスクイズを仕掛けるがフライを揚げてしまいバッターアウト。その後、２塁へ牽制した際、ボールがセンターへ逸れたのを見て３塁走者がホームをつくが、中堅手の巻田がホームへ好返球し、タッチアウト。後がなくなった霞ヶ関東中は、７番打者の桐谷に勝負を託すことになる。ここで２ストライクに追い込まれながら起死回生のレフト前タイムリーヒットを放つ。その打球をレフトが後逸し、サヨナラのランナーがホームインしてゲームセット。
ＰＬ：岡戸


１Ｂ：金子


２Ｂ：平田


３Ｂ：森岡





ＰＬ：鈴木


１Ｂ：松田


２Ｂ：鉾岩


３Ｂ：牧野





ＰＬ：町田


１Ｂ：平田


２Ｂ：森岡


３Ｂ：岡戸





ＰＬ：齊藤


１Ｂ：秋田


２Ｂ：藤木


３Ｂ：永易
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